
集
団
回
収
の
登
録
団
体
を

募
集
し
ま
す

団体の年間総回収量 奨励金単価
（１ｋｇ当たり）

10トン未満 4.5 円

10トン以上 30トン未満 5.0 円

30トン以上 50トン未満 6.0 円

50トン以上100トン未満 7.0 円

100 トン以上 8.0 円

　
集
団
回
収
は
、
市
へ
事
前
登
録

を
し
た
子
供
会
、
自
治
会
、
老
人

会
な
ど
の
団
体
が
紙
類
な
ど
の
再

生
資
源
を
回
収
し
て
、
資
源
回
収

業
者
へ
売
り
払
う
こ
と
で
、
市
が

回
収
量
に
応
じ
て
奨
励
金
を
交
付

す
る
も
の
で
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に

　
集
団
回
収
は
、
市
民
参
加
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
と
し
て
、
大
き
な

成
果
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
活
動

に
よ
り
得
た
、
売
り
払
い
金
や
奨

励
金
を
団
体
の
活
動
費
に
充
て
る

こ
と
が
で
き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
や
集
ま
り
な

ど
で
団
体
を
構
成
し
、
集
団
回
収

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

奨
励
金

　
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

対
象
と
な
る
再
生
資
源

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
紙
類
、
金

属
類
、
ア
ル
ミ
類
、
空
き
び
ん
類
、

繊
維
類
に
限
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
課
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

登
録
条
件

　
子
供
会
や
自
治
会
な
ど
、
構
成

員
が
10
人
以
上
所
属
し
て
い
る
団

体
で
、
集
団
回
収
を
年
間
４
回
程

度
、
実
施
で
き
る
団
体

登
録
方
法

　
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
請
書

　新宿三丁目、琴平町を回収場所として、育
成会の会員や町会の役員を中心とした約30
人で活動しています。
　新三琴平育成会会長の籾山さんは、集団回
収について「子供と保護者が一緒に集団回収
することで、地域にどんな子供がいるか分か
るし、地域の子供同士、学年を超えて知り合
える良い機会です」と話していました。
　この団体では、年４回、紙類（新聞、段ボ
ール、雑誌、雑がみ）、アルミ缶、スチール
缶などの回収をしています。回収日などの周
知は、回覧板や、回収日当日、交通指導に合
わせて広報車により地域内を巡回してお知ら
せをしています。
　集団回収日には、地域内を数ブロックに分
け、子供と保護者が一緒に地域内の各玄関先
に出された再生資源を回収して回ります。
　集団回収で得られた奨励金については、育
成会の運営費などに充てられ、地域の活動に
活用しています。

子供と保護者が協力して集団回収

新三琴平育成会

と
振
込
先
と
な
る
預
貯
金
通
帳
の

写
し
な
ど
を
市
役
所
２
階
の
環
境

課
又
は
新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民

生
活
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
用
紙
は
、
環
境
課
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
の
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
ご
み

減
量
係
（
☎
内
線
４
５
３
）
へ
。

回
収
量
に
応
じ
て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
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児
童
扶
養
手
当
の
加
算
額
が

変
わ
り
ま
す

　
８
月
１
日
か
ら
児
童
扶
養
手
当

の
第
２
子
お
よ
び
第
３
子
以
降
の

加
算
額
を
左
表
の
と
お
り
増
額
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
１
子
の
手
当
額
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
物
価
ス
ラ
イ
ド

制
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
29
年
４
月
１
日
か
ら
は
第
２
子

子供 2 人目の
加算額

子供 3 人目以降
の加算額（１人
につき）

現行 定額 5,000 円 定額 3,000 円

８月
から

5,000 円～
10,000 円
（所得に応じて
決定されます）

3,000 円～
6,000 円
（所得に応じて決
定されます）

　医師が認めた不妊治療費の一
部を助成します。
対象＝医療保険に加入し、申請
日に市税の滞納がなく、１年以
上、市内に居住する夫婦
治療期間＝平成29年３月31日
（金）
助成額＝保険診療一部負担金と
保険適用外医療費の２分の１。
ただし、「群馬県不妊に悩む方
への特定治療支援事業」に該当
する場合は、対象医療費総額か
ら県の助成額を差し引いた額の
２分の１で、10万を上限とし、
同じ年度内に１回、通算５回ま
でです。
申し込み＝健康づくり課に申請
書を提出してください。申請用
紙は、健康づくり課に有ります。
　問い合わせは、健康づくり課
（☎47‐1152）、新里保健セン
ター（☎74‐5550）、黒保根保
健センター（☎96‐2266）へ。

不妊治療費
一部助成します

夏
休
み
中
に
予
防
接
種
を

　
ま
だ
予
防
接
種
し
て
い
な
い

人
は
早
目
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

対
象
者
と
予
防
接
種
種
類

▼
平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成

23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
＝
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
（
２
期
）

▼
小
学
校
６
年
生
＝
二
種
混
合

▼
高
校
３
年
生
相
当
＝
日
本
脳

炎
（
２
期
）

　
対
象
者
に
は
通
知
と
予
診
票

を
配
布
済
み
で
す
。
予
診
票
を

紛
失
し
た
人
や
転
入
し
た
人
に

は
、
健
康
づ
く
り
課
又
は
各
保

健
セ
ン
タ
ー
で
予
診
票
を
発
行

し
ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳

を
御
持
参
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
づ
く

り
課
（
☎
47
１
１
５
２
）
へ
。

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
、
「
免
除
」
又
は
「
猶
予
」

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
な
ど
の

受
給
資
格
を
確
保
　

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け

で
な
く
、
万
一
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
を
確
保
で
き
ま
す
。

免
除
（
全
額
免
除
・
一
部

免
除
）
申
請

　
本
人
・
配
偶
者･

世
帯
主
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
や
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ

る
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
全
額
又
は
一
部
免
除
に
な

り
ま
す
。

納
付
猶
予
申
請

　
こ
れ
ま
で
30
歳
未
満
の
若
年
者

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
28
年
7
月
か
ら
平
成
37
年
6
月

末
ま
で
の
時
限
措
置
と
し
て
、
対

象
者
が
50
歳
未
満
（
学
生
除
く
）

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
人
・
配
偶
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
は

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額

に
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
納
付
猶
予

を
受
け
た
期
間
は
追
納
さ
れ
な
い

と
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
の

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
前
年
度
に
全
額
免

除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
て
お

り
、
継
続
申
請
を
希
望
さ
れ
て
い

る
人
は
不
要
で
す
。

所
得
の
申
告
は

お
忘
れ
な
く

　
こ
れ
ら
の
申
請
の
審
査
は
前
年

所
得
を
基
準
と
し
ま
す
の
で
、
毎

年
所
得
の
申
告
は
忘
れ
ず
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
市
役
所
１
階
の
市

民
課
又
は
新
里
・
黒
保
根
支
所
市

民
生
活
課
で
で
き
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
年
金

係
（
☎
内
線
２
７
３
）
又
は
桐
生

年
金
事
務
所
（
☎
44
２
３
１
１
）

へ
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
御
相
談
く
だ
さ
い

児童扶養手当加算額

以
降
の
加
算
額
に
つ
い
て
も
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
と
は
、
物
の
価

格
の
上
が
り
下
が
り
を
表
し
た

「
全
国
消
費
者
物
価
指
数
」
に
合

わ
せ
て
、
支
給
額
を
変
え
る
仕
組

み
で
す
。
な
お
、
今
回
の
変
更
に

伴
う
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て
支
援

課
家
庭
児
童
相
談
係
（
☎
内
線

２
５
０
）
へ
。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
手
当
を
充
実

5 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111


